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【 抄 録 】 ： 国 土 基 盤モ デ ル 小 委 員 会 は ， コ ン ピ ュ ー タ で 表 現 さ れ る 仮 想 モ デ ル と 現 実 の 実

社 会 基 盤 と を 情 報 技 術 を 介 し て 統 合 し た 「 国 土 基 盤 モ デ ル 」 に 関 す る 調 査 研 究 を 行 う 目 的

で ，平 成 18 年 に 設立さ れ た ．平 成 20 年 6 月か ら 平 成 22 年 5 月 まで の 第 2 期 研 究 活動で は ，

国 土 基 盤 モデ ル を構成 す る 要 素技 術 である ，3 次 元 モデ ル ，RFID/セ ン サ ネッ ト ワーク 技 術 ，

シ ミ ュ レ ーシ ョ ン /情報 発 信 技 術に 関 する研 究 活 動 を行 い ，成果 を と り まと め た．

１．研究活 動の目的

国土基盤モデル小 委 員会活動に際し， 国

土基盤モデルを， 実 社会基盤とコンピ ュ ー

タ上で表現，解析 す る仮想空間とをセ ン サ

やネットワークを 介 してリンクさせ、 建 設

ライフサイクルの 価 値向上を目指した 統 合

モデルと定義した．平 成 18 年の設立から今

日に至り， 3 次元 C AD，情報化施工は確 実

に建設分野に普及 ・ 拡大してきた．当 小 委

員会では，国土基 盤 モデルの位置づけ を 明

確にし， 実装，普及 を意識した社会基 盤 の

構築について提言 す ることを目的とし て い

る．

２．活動概 要

第 2 期研究活動で は ，国土基盤モデル を

形成するための要 素 技術である「３次 元 モ

デル」，「 R FID/セン サネットワーク」 ，

「シミ ュ レ ー シ ョ ン /情 報 発 信 」 に つ い て ，

事例調査を広範囲 に 実施し，情報収集 を 行

った．各要素技術 の 事例調査結果につ い て

以下にまとめる．

（ 1）３次元モデ ル

コンピュータ処理 能 力の増大に伴い， 建

築の BIM(Building Information Modeling)

に代表されるように 3 次元モデルの活用が

急速に拡大して きた ． BIM の概念は，コ ン

ピュータ上に 3 次元 の建物のデジタル モ デ

ルを構築し，コス ト や仕上げ，管理情 報 など

の属性データを追 加 することにより， 建 築の

設計，施工から維 持 管理までのあらゆ る 工程

で情報を活用して い こうとする取り組 み であ

る．意匠設計を中 心 に BIM を用いたモデ ル化

が始まっており， 関 係する構造設計， 設 備設

計を同時並行的に 作 業することにより 効 率化

が図られている． こ うした BIM の考え方 はそ

のまま土木構造物 に も適用可能であり ， 梁，

柱，壁で構成され る 構造物，例えば橋 梁 やト

ンネルなどに活用 可 能なソフトウエア も 提供

されている．

一方，土木分野にお ける 3 次元モデルの 活

用事例としては、 従 来からライフサイ ク ルに

亘るプロダクトモ デ ルの活用研究が進 め られ

ており，フェーズ 毎 の活用事例も増え つ つあ

る．

a) 測量分野

測量器械の ICT 利用 が進んでおり，拡張 DM

形式など３次元で の データ交換が進ん で いる．

b) 設計分野

景観設計や住民説 明 資料などで CG や VR を

用いた 3 次元データ が利用されている ．一 方，

構造物ではシミュ レ ーションに利用す る ため

の 3 次元モデルの 活 用事例はあるが， 最 終成

果としての作図化 は 進んでいない．

c) 施工分野

１ ： 西 松 建 設 株 式 会 社 施 工 本 部 土 木 設 計 部

２ ： 八 千 代 エンジニヤリング株 式 会 社 技 術 推 進 本 部 情 報 技 術 部

３ ： 前 田 建 設 工 業 株 式 会 社 土 木 事 業 本 部 営 業 部
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設計データと実施 工 データを常時比較 し

ながら工事を進 める 情報化施工にお いて 3

次元データの活 用が 進められている ．情 報

化施工では，建 設機 械にリアルタイ ム性 の

高いセンサを搭載 す ることにより 3 次元 設

計データと計測 デー タを比較するこ とに よ

り機械を制御して い る．

d) 維持管理分野

平面的な調査が主 体 で全体を通した 3 次

元構造物として の点 検，調査は行わ れて い

ない．

（２） RFID，センサネットワー ク

RFID は，主に個を 識 別するために利用 さ

れており，バーコード や QR コードを経て発

展してきた技術で あ る．RFID の有する特 性

としては，①ユニ ー クな番号を保有， ② 非

接触による読み取 り が可能，③データ の 書

き込みが可能，④ デ ータの記憶量が多 い ，

⑤複数の同時読み 込 みが可能，⑥汚れ や 破

損に強い等があり ， 建設分野において も 多

くの活用事例があ る ．一方，センサネ ッ ト

ワークは，情報伝 達 方法の手段として ， 多

くの研究が報告さ れ ているが，適用事 例 は

少なく，今後の開 発 が期待される．

a) 資機材管理

大きさ，形状が様 々 な搬入資機材では ，

タグの添付場所， 通 信距離，リーダー 読 み

取り機の性能等に 課 題を有する．数量 や 品

質確認は読み取り 精 度の完全性が必要 で あ

ることから，適用 が 難しく，現段階で は 適

用事例が比較的少 な い．

b) 品質管理

コンクリートの打 設 管理，鉄筋検査等 ，

トレーサビリティ の ための利用方法は ニ ー

ズが高い．適用事 例 が多く，今後は計 測 結

果との連動など， セ ンサネットワーク 的 な

技術開発への応用 が 期待される．

c) 労務管理

建設現場において も 管理項目が多く， 利

活用が進んでいる ． 協力業者は複数現 場 に

またがって業務を す る場合が多いため ， ク

ローズドシステム よ りも業界レベルで 標 準

化されたオープン シ ステムが望ましい ．ま た，

一度で，広範囲の 多 くのタグを読み取 れ る方

法も必要である．

d) 安全管理

重機との接近防止 シ ステム，有資格者に よ

る限定作業，侵入 禁 止，施錠管理など を 認識

するシステム等に 利 用されている．さ ら なる

安全性の向上を目 指 す管理であり ，100％ の動

作は求められてい な いため，今後も事 例 が増

える分野と考えら れ る．

e) 計測管理

各種計測機器と RFID の通信機能を組み 合

わせたセンサネッ ト ワーク的な使用方 法 が今

後期待されるが， 電 源の供給方法が課 題 とな

っている．

f) 維持管理

維持管理業務はデ ー タベース化し易く ，

RFID を最も有効活用 できる分野である ．省 力

化，効率化の取り 組 みが本格的に始ま れ ば，

急速に導入・開発 が 進むと考えられる ．

(3)シミュレーション ，情報発信

a) シミュレーション 技術

３ 次 元 地 形 デ ー タ を ベ ー ス と し て ， 気 象 ，

海象データを用い た 防災シミュレーシ ョ ン，

およびその結果を 活 用したハザードマ ッ プは

自治体ホームペー ジ 等で多く見られる ． 自然

災害は地域に甚大 な 被害をもたらすこ と が多

いため，避難シミ ュ レーションも合わ せ て，

仮想空間でのトラ イ アルが頻繁にかつ 効 果的

に活用されている ． また，地球環境問 題 に対

しても，各種シミ ュ レーション技術が 開 発さ

れている． Google Earth による温暖化シミ ュ

レーション等，温 暖 化の進行状況をわ か りや

すく提供している 事 例等がある．

b) 情報発信技術

IT 技術の発展，高速 インターネットの 普 及

により，リアルタ イ ムの情報提供や， 高 度・

大容量のデータの 発 信が可能になりつ つ ある

が，単に右から左 へ の情報提供ではな く ，ユ

ーザビリティに配 慮 した情報発信技術 が 求め

られている．道路 交 通情報，災害情報 な どの

情報発信は活用事 例 も多い．しかし， 災 害時
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には IT を用いた情報 技術は使用不能と な

ることも想定され る ため，ハザードマ ッ プ

や避難情報の発信 は ，日々の教育訓練 や 人

を介した地道な方 法 と合わせて提供さ れ て

いる．

（ 3）土木分野におけ る BIM の展開

前述したように， 土 木分野においても

BIM と同等の技術を利 用できるソフトウ エ

アが開発されてい る ．

土木分野において は ライフサイクルに 亘

って，モデルを共 有 し，設計，施工， 維 持

管理に亘るフェー ズ 毎に必要なシミュ レ ー

ションを実施でき る 統合された環境が 実 現

すると，業務効率 化 が進むと考えられ る ．

４．今後の 活動計画

日本の土木分野で は ，道路土工の情報 化

施工の導入が急速 に 進み， 3 次元 CAD デー

タを取り扱う環境 が 整いつつある．情 報 化

施工も 3 次元モデル を活用した１技術 で あ

り，事例調査でま と めたように，他に も 多

数の即展開可能な 技 術が控えている．

１つ１つの技術は ， 単独としては分離 し

ているが，これら を 体系的に整理し， 連 携

を図ることによっ て ，国土基盤モデル を 形

成するものと考え ら れる．

本小委員会では， 今 後，以下の活動を 実

施する予定である ．

① 国土基盤モデルに 関 する情報収集の

継続

② ビジョン，将来像 の 策定

③ プロトタイプの作 成 とそれに基づく

効果の提言

情報収集では，研 究 段階や建設業以外 の

技術にも注視する ． 収集したデータの ニ ー

ズ、目的およびそ の 効果を，国土基盤 モ デ

ル全体の視点か らみ た技術と効果に 分類 し，

ビジョンを策定す る 判断材料とする． 最 後

に，ビジョンに基 づ くプロトタイプを 作 成

し，デモンストレ ー ションによる提言 し て

いきたい．

方向性としては， 情 報化施工に続くべ き

ICT 技術を提言し，新 しい価値，創造を 生 み

出す方向性を示し た いと考えている．

企業，個別研究によ り技術の進歩を促 す 分

野と，標準化，共 有 化を図ることによ っ て建

設分野全体のレベ ル アップや効率化を 図 る分

野は共存状態にあ る ことが好ましく， あ るべ

き大きな目標に向 か って，広く普及さ せ るた

めの提言をとりま と めたい．
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国土基盤モデル小委員会 名簿 （平成 22 年 9 月 １日現在 ）

小委員長 村井 重雄 （西松建設株式会社 ）

副小委員長 藤澤 泰雄 （八千代エンジニヤリング株式会社 ）

副小委員長 城古 雅典 （前田建設工業株式会社 ）

委員 有賀 貴志 （株式会社コンポート）

委員 石間 計夫 （ジェイアール東日本コンサルタンツ株式会社 ）

委員 宇野 昌利 （清水建設株式会社 ）

委員 北川 悦司 （阪南大学 ）

委員 坂上 裕信 （株式会社構造計画研究所 ）

委員 佐田 達典 （日本大学 ）

委員 竹内 幹男 （福井コンピュータ株式会社 ）

委員 千葉洋一郎 （株式会社 トリオン）

委員 徳永 貴士 （大日本コンサルタント株式会社 ）

委員 西垣 重臣 （株式会社キック）

委員 西木也寸志 （日本工営 株式会社 ）

委員 福地 良彦 （Autodesk , I nc )

委員 藤津 克彦 （株式会社建設技術研究所 ）

委員 古屋 弘 （株式会社大林組 ）

委員 宮本 勝則 （財団法人日本建設情報総合センター）

委員 矢吹 信喜 （大阪大学大学院 ）

（委員 ：50 音順 ）
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